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22厚⽣労働省「上⼿な医療のかかり⽅プロジェクト」広報ツール活⽤事例

厚⽣労働省「上⼿な医療のかかり⽅プロジェクト」の趣旨に
ご賛同いただいた⽅に、ポスターや、動画、ロゴマークなどの
広報ツールをダウンロードしてご利⽤頂くことができます。

各団体の皆様から発信される拡がりは、地域住⺠の皆様にとって
上⼿な医療のかかり⽅を普及啓発していく上で重要なことと考えております。

事務局までお問い合わせをいただき、
承認されましたらご活⽤することができます。

医療機関・⾃治体・企業・団体の皆様からの
広報ツール活⽤事例をご参考くださいませ。



（１）ポスター活⽤事例



44（１）ポスター活⽤事例

■団体名︓栗原市⽴栗原中央病院
■媒体名︓デジタルサイネージ(病院内)

■団体名︓平塚市⺠病院
■媒体名︓デジタルサイネージ(病院内)



55（１）ポスター活⽤事例

■団体名︓京都府⽴医科⼤学附属病院
■媒体名︓デジタルサイネージ (病院内)

■団体名︓枚⽅市国⺠健康保険課
■媒体名︓デジタルサイネージ(枚⽅市駅構内)



66（１）ポスター活⽤事例

■団体名︓岩⼿県医師⽀援推進室
■媒体名︓ポスター掲⽰(病院内)

■団体名︓独⽴⾏政法⼈東京病院機構東京都⽴多摩総合医療センター
■媒体名︓ポスター掲⽰(病院内)



77（１）ポスター活⽤事例

■団体名︓国⽴⼤学法⼈熊本⼤学 病院事務部
■媒体名︓ポスター掲⽰(病院内)

病院からのお願い

医療スタッフの健康と医療安全を守るため、
患者・ご家族の皆様の、ご理解とご協力を
お願いします。

-提供する医療の質や安全を確保するために-

とさせていただいております。

熊本大学病院長

病状説明等は、原則として

平日の診療時間内

■団体名︓島根県医療政策課
■媒体名︓WEBサイト・広報誌



88（１）ポスター活⽤事例

■団体名︓川崎市
■媒体名︓ＷＥＢサイト「川崎市ホームページ」

■団体名︓群⾺県
■媒体名︓WEBサイト「群⾺県ホームページ」



99（１）ポスター活⽤事例

■団体名︓福岡県
■媒体名︓公式Twitter 

■団体名︓⼤阪市浪速区役所(株式会社ソレイユ運営)
■媒体名︓ LINE



1010（１）ポスター活⽤事例

■団体名︓静岡県庁
■媒体名︓静岡県病院協会会報

いよいよ始まります！！～医師の働き方改革～

令和６年４月からの医師の時間外労働上限規制適用まで、いよいよ２年となります。医師の時間

外・休日労働の上限は原則年 960 時間以下（Ａ水準）となり、地域医療提供体制確保の観点からやむ

を得ず勤務医の時間外労働の上限を超えざるを得ない場合等には年 1,860 時間以下（連携Ｂ、Ｂ、

Ｃ-1、Ｃ-2 水準）となります。例外的に長時間労働が認められる連携Ｂ、Ｂ、Ｃ-1、Ｃ-2 水準の医

療機関となるためには、医師労働時間短縮計画案を作成した上で、令和４年度から評価センターによ

る評価を受審する必要があり、上限規制開始への対応は急務です。

県は病院協会に委託する「ふじのくに医療勤務環境改善支援センター」の取組等を

通じた支援を強化していきます。（センター問合せ先：電話 054-252-6326、

ホームページhttps://www.fujinokuni-kinkai.jp/。QRコードからアクセスできます）



（２）動画の活⽤事例
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■団体名︓仙台市⽴病院
■媒体名︓デジタルサイネージ(病院内)

■団体名︓独⽴⾏政法⼈東京病院機構東京都⽴多摩総合医療センター
■媒体名︓デジタルサイネージ (病院内)

（２）動画の活⽤事例



1313（２）動画の活⽤事例

■団体名︓和歌⼭県福祉保健部健康局医務課
■媒体名︓テレビ和歌⼭30秒CMにて放映

■団体名︓和歌⼭県福祉保健部健康局医務課
■媒体名︓イベントでの活⽤



（３）「かかりつけ医」を持ちませんか︖サインPOP
活⽤事例
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■団体名︓福岡県
■媒体名︓イベントでの活⽤

■団体名︓宮城県
■媒体名︓イベントでの活⽤

（３）「かかりつけ医」を持ちませんか︖サインPOP活⽤事例



（４）プロジェクトロゴ・WEBサイト内コンテンツ
活⽤事例
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■団体名︓和歌⼭県福祉保健部健康局医務課
■媒体名︓クリアファイル

■団体名︓全国健康保険協会東京⽀部
■媒体名︓育児情報誌「お医者さんにかかるまで」

（４）プロジェクトロゴ・WEBサイト内コンテンツ活⽤事例
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みなさまの

健康を守るため
ご 理 解 と ご 協 力 を
お 願 い い た し ま す

当院は高度・専門医療において、奈良県の救急医療に力を尽くしています。

選定療養費とは、初期の診療は地域のクリニック・診療所で行い、高度・専門
医療は大きな病院で行うことにより、限られた医療資源の有効活用や大病院の
混雑緩和等を目的として設けられた国の制度です。
紹介状がない場合は診療費とは別に、選定療養費として5,000円（税込）のお
支払いが必要となります。

上手な医療のかかり方の例

① かかりつけ医をもち、できるだけ平日の日中に受診する。
② 体調に不安がある場合は、まずは地域の診療所や休日夜間応急診療所への
受診を検討する。

③ 他院に通院中の方が病院を受診する際には、紹介状※を持参する。
※紹介状をお持ちの方は選定療養費の対象外となるほか、医療情報を当院とかかりつけ医との間で共有する
ことで、適切な医療に繋げることができます

天理よろづ相談所病院

“上手な医療のかかり方”に関する情報を発信
していく厚生労働省の公式ウェブサイトです

©厚生労働省「上手な医療のかかり方プロジェクト」

奈良県内で受診可能な診療所や休日夜間応急診療所を検索できます

救急車の受け入れを積極的に行っています

紹介状を持たずに直接来院された初診の方は、
「選定療養費」の対象となります

厚生労働省は、医療を守るために「上手な医療の
かかり方」を推奨しています

■団体名︓天理よろづ相談所病院
■媒体名︓チラシ・ポスター・ホームページに掲載

■団体名︓盛岡市保健推進員協議会（事務局︓盛岡市保健所企画総務課）

■媒体名︓ポケットティッシュ チラシとして活⽤

（４）プロジェクトロゴ・WEBサイト内コンテンツ活⽤事例
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■団体名︓東京都⽴多摩総合医療センター
■媒体名︓患者さん説明⽤リーフレット

（４）プロジェクトロゴ・WEBサイト内コンテンツ活⽤事例

p.4

多摩総合医療センターからのお願い

外来の待ち時間や混雑を減らし、専門的な治療を必要とする患者さん
をひとりでも多く受けられるようにするために、患者さん・ご家族皆様
のご協力をお願いいたします。

東京都立多摩総合医療センター 院長

かかりつけ医の先生からの紹介状を持って
予約をお取りいただいてから受診してください。

3

症状が安定しましたら、身近なかかりつけ医で
経過観察や処方が受けられるように、かかりつけ
医の先生に紹介します。

1

心配な症状が出た時は、かかりつけ医の先生
から当院へご連絡やご紹介いただけるのでご安心
ください。その際はまずはかかりつけ医の先生に
ご相談ください。

2

出典：厚生労働省ホームページ　上手な医療のかかり方.jp
P.1

患者さん説明用リーフレット_2022.10.14

P.2
P.3
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